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令和２年６月教育委員会定例会 会議録 

 

令和２年（2020）６月２３日（火）午後２時、出雲市教育委員会定例会を庁議室に

招集した。 

 

 

１ 会議に出席した委員 

  教 育 長    杉 谷  学  

  教育委員（教育長職務代理）    水  陽 子 

  教 育 委 員    錦 田 剛 志 

  教 育 委 員    金 築 千 晴 

  教 育 委 員    内 藤 祐 馬 

 

 

２ 説明のため会議に出席した者 

  教 育 部 長    三 島 武 司 

  教 育 部 次 長    松 浦 和 之 

教 育 政 策 課 長    常 松 博 雄 

  学 校 教 育 課 長    金 築 健 志 

  児 童 生 徒 支 援 課 長    兒 玉 浩 二 

  教 育 施 設 課 長    園 山 裕 二 

 学 校 給 食 課 長    石 橋 健 治 

  出 雲 科 学 館 長    矢 田 浩 一 

  保 育 幼 稚 園 課 長    鬼 村 修 治 

  出 雲 中 央 図 書 館 長       黒 田 輝 男 

学 校 教 育 課 主 査          山 本 芳 正 

  児童生徒支援課課長補佐    吾 郷 尚 志 

 

 

３ 会議の書記 

  教 育 政 策 課 課 長 補 佐    常 松 晃 好 

 

 

４ 傍聴者 

０名 
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開会 

（杉谷教育長）只今から、令和２年６月出雲市教育委員会定例会を開会します。 

本日の会議は、お手元に配付しております日程のとおり行います。 

 

 

１ 出雲市教育委員会感謝状の贈呈 

（杉谷教育長）まず始めに、出雲市教育委員会感謝状の贈呈を行います。教育政策課 

常松課長 に進行をお願いします。 

 

（常松課長）只今から、出雲市教育委員会感謝状の贈呈を行います。本日、感謝状を

贈呈する方は、国際ロータリー第 2690 地区（地区ガバナー 古瀨俱之）様です。贈呈

の前に、ご功績につきまして、ご紹介申しあげます。 

 

（ご功績の紹介） 

 

先般開催されました出雲市教育委員会において、出雲市教育委員会感謝状贈呈要綱第５

条の規定により感謝状贈呈が決定されましたので、本日、教育委員会感謝状を贈呈するも

のです。 

（杉谷教育長、感謝状と記念品を贈呈） 

（国際ロータリー第 2690 地区 地区ガバナー 古瀨俱之様 あいさつ） 

 

（常松課長）以上をもちまして、出雲市教育委員会感謝状の贈呈を終了します。 

 

 

２ 新教育委員あいさつ 

（杉谷教育長）次に、６月１０日に教育委員に就任されました、内藤教育委員からご

挨拶をいただきたいと思います。内藤教育委員、よろしくお願いします。 

 

（内藤委員あいさつ） 

 

 

３ 教育長行政報告 

（杉谷教育長）次に、教育長行政報告を行います。初めに、私の方から、教育長職務

代理者に水委員を指名させていただきますので、どうぞよろしくお願いします。 

（以下、報告項目のみ掲載） 
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（１）前回以降の動向 

R2.5.27 地域学校協働活動推進員委嘱 

R2.5.29 ポイ捨て一掃大作戦 

R2.6.2 出雲市奨学事業運営委員会 

R2.6.4 いじめ問題対策推進協議会、対策委員会 

R2.6.4 校長の会議 

R2.6.4 市議会 6 月定例会開会 

R2.6.10 新教育委員辞令交付 

R2.6.12 市議会 一般質問（ ～16 日） 

R2.6.19 市議会 文教厚生常任委員会、予算委員会分科会 

R2.6.23 定例教育委員の会議 

 

（２）今後の予定 

R2.6.29 市議会６月定例会閉会 

R2.7.1 社会を明るくする運動メッセージ伝達式 

R2.7.2 健康教育研究発表会（荘原小学校） 

R2.7.7 小中連携推進委員会 

R2.7.8 教育委員学校訪問（～１４日） 

R2.7.8 校長の会議 

R2.7.27 いじめに係る校長面接（～8 月 5 日） 

R2.7.28 定例教育委員の会議 

 

（３）一般質問 

№ 議員氏名 質問要旨 

１ 板倉 一郎 

 

新型コロナウイルス感染症に伴う学校などの対応について 

①教育現場への影響、児童生徒への影響、保護者の負担 

２ 錦織  稔 ＧＩＧＡスクール構想について 

①情報モラルの徹底 

②導入への問題点の整理と対策 

③光回線の接続状況 

④予測されるランニングコスト 

⑤学習ソフトの充実に向けての準備 

３ 福島 孝雄 出雲市の遠距離通学支援について 

①遠距離通学支援の内容 

②朝陽小学校、平田四地区小学校統合後の遠距離通学支援予定
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の内容 

③遠距離徒歩通学支援 

４ 湯淺 啓史 20年後を支える人材をどのように育成していくか 

①現在小中学校に在学している子どもたちの育成に今必要なこ

と 

５ 今岡 真治 小中学校における教育へのＩＣＴ活用について 

①「ＧＩＧＡスクール構想」に係る出雲市の考え 

②オンライン学習に対する出雲市の考え 

６ 山内 英司 出雲市中学校総合体育大会の代替大会について 

①出雲市の中学校総体の競技数 

②出雲市中学校総体開催による市の費用負担総額 

③代替大会開催についての中体連、市の現在の考え 

７ 本田 一勇 出雲市の未来は明るいですか 

①教育について 

②観光について 

 

（杉谷教育長）只今の報告で、質問等はありますか。 

 

（各教育委員）ありません。 

 

 

４ 会議録の承認 

（杉谷教育長）次に、会議録の承認に入ります。前回５月定例会の会議録について、

何か意見等がありますでしょうか。 

 

（各教育委員）ありません。 

 

（杉谷教育長）特に意見等ありませんので、５月定例会の会議録については、承認し

ます。 

 

 

５ 議事 

（杉谷教育長）それでは、議事にはいります。最初に「議第２１号 出雲市立学校に

おける地域学校運営理事会理事の辞任及び任命について」を、教育政策課 常松課長 

に説明願います。 
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（常松課長）資料に基づき説明 

 

（杉谷教育長）只今の、議第２１号について、何か質疑等はありませんか。 

 

（各教育委員）ありません。 

 

（杉谷教育長）特に質疑等がないようですので、議第２１号について、承認してよろ

しいですか。 

 

（各教育委員）異議なし。 

 

（杉谷教育長）ご異議ありませんので、議第２１号を承認します。 

 

（杉谷教育長）次に、「議第２２号 出雲市立小・中学校管理規則の一部を改正する規

則」を、学校教育課 金築課長 に説明願います。 

 

（金築課長）資料に基づき説明 

 

（杉谷教育長）只今の、議第２２号について、何か質疑等はありませんか。 

 

（錦田委員）「⑴改正の理由」の中で、「非常変災その他急迫の事情」とありまして、

「非常変災」という用語は、行政用語あるいは法律用語でしょうか。 

 

（金築課長）本市規則や国、県の規則等にもある用語で、同じ文言を使用していま

す。 

 

（錦田委員）わかりました。「その他急迫の事情」も含め、このあたり、少しずつ市民

にわかりやすい言葉で表現するよう意識されてはいかがでしょうか。意見です。 

 

（杉谷教育長）ほかは、いかがでしょうか。議第２２号について、承認してよろしい

ですか。 

 

（各教育委員）異議なし。 

 

（杉谷教育長）ご異議ありませんので、議第２２号を承認します。 
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（杉谷教育長）次に、「議第２３号 教育長の臨時代理について（出雲市いじめ問題対

策連絡協議会委員の委嘱について）」を、児童生徒支援課 兒玉課長 に説明願いま

す。 

 

（兒玉課長）資料に基づき説明 

 

（杉谷教育長）只今の、議第２３号について、何か質疑等はありませんか。 

 

（各教育委員）ありません。 

 

（杉谷教育長）特に質疑等がないようですので、議第２３号について、承認してよろ

しいですか。 

 

（各教育委員）異議なし。 

 

（杉谷教育長）ご異議ありませんので、議第２３号を承認します。 

 

（杉谷教育長）次に、「議第２４号 出雲市立幼稚園における幼稚園運営協議会委員の

辞任及び任命について」を、保育幼稚園課 鬼村課長 に説明願います。 

 

（鬼村課長）資料に基づき説明 

 

（杉谷教育長）只今の、議第２４号について、何か質疑等はありませんか。 

 

（各教育委員）ありません。 

 

（杉谷教育長）特に質疑等がないようですので、議第２４号について、承認してよろ

しいですか。 

 

（各教育委員）異議なし。 

 

（杉谷教育長）ご異議ありませんので、議第２４号を承認します。 

 

（杉谷教育長）次に、「議第２５号 教育長の臨時代理について（出雲市立図書館協議

会委員の辞任及び任命について）」を、出雲中央図書館 黒田館長 に説明願います。 
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（黒田館長）資料に基づき説明 

 

（杉谷教育長）只今の、議第２５号について、何か質疑等はありませんか。 

 

（各教育委員）ありません。 

 

（杉谷教育長）特に質疑等がないようですので、議第２５号について、承認してよろ

しいですか。 

 

（各教育委員）異議なし。 

 

（杉谷教育長）ご異議ありませんので、議第２５号を承認します。 

 

 

６ 報告 

（杉谷教育長）次に、報告事項に入ります。報告（１）「檜山小学校・東小学校統合小

学校の開校に向けた準備状況について」を、教育政策課 常松課長 に説明願いま

す。 

 

（常松課長）資料に基づき説明 

 

（杉谷教育長）只今の報告（１）について、何か質問等はありませんか。 

 

（水委員）校章のデザインについても、制服の決定についても、個人的に素晴らしい

と感じて拝見しました。先日、出雲芸術アカデミーさんが市内小中学校の校歌を CD

化されるとお聞きしました。校歌は、卒業しても大切に心に残っているものだと思う

ので、ぜひ、閉校となる学校の校歌も CD 化していただくようお願いしたいと思いま

す。 

 

（常松課長）関係機関に伝え、そのようにお願いしたいと思います。 

 

（杉谷教育長）ほかは、いかがでしょうか。 

 

（各教育委員）ありません。 

 

（杉谷教育長）次に、報告（２）「新型コロナウイルス感染症に関する市立小・中学校再開
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後の基本的な考え方にについて」を、学校教育課 金築課長 に説明願います。 

 

（金築課長）資料に基づき説明 

 

（杉谷教育長）只今の報告（２）について、何か質問等はありませんか。 

 

（内藤委員）「⑸学校行事等」においては、校長先生の判断によるものが多いですが、

判断に際して、教育委員会はどういう関わりをされていくのでしょうか。 

 

（金築課長）一定の考え方は、校長会等でお示しをするんですけども、児童生徒数な

ど学校規模によっても対応が異なってまいりますので、校長の判断でできるものは

「校長判断」としています。 

 

（内藤委員）表現の問題かもしれませんが、組織としての責任の所在を考えると、校

長の意見を教育長に仰いだうえで決定される流れが標準ではないかと思います。 

 

（金築課長）おっしゃる通りです。校長先生が最終的に判断されるまでにご相談は受

けており、その都度、委員会としての考えをお示ししております。 

 

（杉谷教育長）判断に当たってクリアすべき項目は、教育委員会として示したいと思

っています。そのうえで、学校からの相談を受けながら、それぞれの実施の可否につ

いて決定していくということになろうかと思います。 

現場も教育委員会も今一番悩んでいるのが修学旅行です。例えば、小学校は、ほと

んどの学校が広島方面に行きます。島根県、広島県は、感染状況においては低いレベ

ルにあり、その面ではよいのですが、他県からの不特定多数の修学旅行の児童が集ま

り、交わるような状況のリスクをどう判断するのかという問題があります。９月末の

実施を予定している学校もあり、この件に関していつまでも保留としておくことはで

きませんので、できるだけ早いところで考え方をお示しする必要があるということで

協議をしているところです。 

 

（杉谷教育長）ほかは、いかがでしょうか。 

 

（各教育委員）ありません。 

 

（杉谷教育長）次に、報告（３）「令和２年度出雲市保幼小連携推進事業計画につい

て」を、同じく 学校教育課 金築課長 に説明願います。 
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（金築課長）資料に基づき説明 

 

（杉谷教育長）只今の報告（３）について、何か質問等はありませんか。 

 

（水委員）例年行われている１０月の事業中止はやむを得ないと思いますが、「そだち

の応援シート」が、保幼小の接続において、適切に活用されているのでしょうか。と

いいますのも、出雲市は公立の保育園が少ないですよね。私立の保育園と小学校にお

いて、考え方が統一されているのかということや、お互いの意思の疎通、連携がとれ

ているのか、また、小学校に入学して急に椅子に座って授業を聞くことが難しいとい

う声も聞く中、学校生活が始まった後にも対応がなされているのか、そういうところ

が少し気になっています。 

 

（兒玉課長）校長先生を中心に担当の先生方が、保育園、幼稚園に出かけて行って様

子を聞き取ったり、シートの記載内容を確認したり、あるいは、入学後においてもシ

ートをもとにさまざまな対応をされていると思っています。有効に活用されていると

いう認識です。 

 

（金築課長）年間スケジュールの４月に「接続期カリキュラム」とあります。これ

は、幼稚園や保育所においては「アプローチカリキュラム」として、遊びの中にも

「小学校に入学すると勉強が始まります」という教育をする計画です。一方、小学校

においては「スタートカリキュラム」として計画するもので、いきなり椅子に座って

勉強に向かうのではなく、緩やかに、保育所や幼稚園で遊んできたことも取り入れな

がら少しずつ勉強のスタイルに持っていくというものです。保幼小間で先生方が行っ

たり来たりしながらお互いのカリキュラムのすり合わせをして作成していらっしゃい

ますので、その取組が進めば緩やかな接続が可能になるという思いでこの事業を推進

しています。 

 

（杉谷教育長）３月まで塩冶小学校におりまして、新入生として入学する子どもたち

は、３０くらいの園からやって来るという状況です。「そだちの応援シート」は、教育

委員会とこども未来部とで何年もかけて試行をしながら今に至っているもので、この

シートの提出率は、ほぼ１００パーセントだったと思います。年中児のときにこのシ

ートを書いていただきますので、入学する１年前の状態を学校は知ることができま

す。ですので、年中の段階で、心配なお子さんが在籍する園には直接出向いて、話を

聞いたり、子どもの様子を見たりして、その先の年長児の１年で、こういうことを確

認しましょうということをお互いに理解して進めていくという取組ができています。
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また、そのことによって、例えば支援学級の新設が想定されるのであれば、早くから

施設整備の相談や教育委員会の審議の申請等に関する保護者さんへの働きかけもでき

ます。学校側も、園のほうへシートを手掛かりとして訪問しやすい、コンタクトを取

りやすいという状況にはなっていると思いますし、情報もいろいろといただけるとい

うことで、一人の子どもについて、最低、年中と年長の２回見ることができ、非常に

有効なモノとして今は活用されているかなというふうに思っています。 

 ただ、課題もあると思うので、そこは改善していかなければいけない部分ですけど

も、情報がうまく伝わっていないのではないかというご心配については、かなりこの

取組によって改善されているのではないかという印象を私は持っています。 

 ３月までの私の感想です。 

 

（錦田委員）かなり進んでいる取組という印象を持っていますが、この取組は、出雲

市独自のものですか。 

 

（松浦次長）特に出雲市独自の取組ということでありません。ほかの市町村でもやっ

ておられるところはありますが、出雲市の場合は、保幼小連携の仕組みがかなり前か

らできており、滑らかな接続を図っていこうという雰囲気が大分前から育っていまし

たので、このカリキュラムがクローズアップされたのはここ数年のことですが、出雲

市はそれに対して、これまで培ってきたことを生かしながらスムーズに実行できまし

た。 

 

（金築委員）「ダイジェスト版リーフレット」はもうできていますか。 

 

（金築課長）昨年度完成しています。 

 

（金築委員）できれば、また見せてください。 

 

（金築課長）わかりました。 

 

（杉谷教育長）ほかは、いかがでしょうか。 

 

（各教育委員）ありません。 

 

（杉谷教育長）次に、報告（４）「令和２年度出雲市中学生議会の中止について」を、

同じく 学校教育課 金築課長 に説明願います。 
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（金築課長）資料に基づき説明 

 

（杉谷教育長）只今の報告（４）について、何か質問等はありませんか。 

 

（各教育委員）ありません。 

 

（杉谷教育長）次に、報告（５）「６月定例市議会への提出案件について」のうち、① 

補正予算案件 「ア 学校再編統合推進事業」 及び 「イ 小学校管理費・中学校

管理費」 について、 教育政策課 常松課長 に説明願います。 

 

（常松課長）資料に基づき説明 

 

（杉谷教育長）只今の報告について、何か質問等はありませんか。 

 

（金築委員）モップを各学校に配布されるのはいつごろになりますか。 

 

（常松課長）これから校長会等で説明をして、現場の状況によっても異なってくると

思いますので、現場の意見を聞きながら、２学期のところで配置できるように準備し

てまいりたいと思っています。 

 

（杉谷教育長）ほかは、いかがでしょうか。 

 

（各教育委員）ありません。 

 

（杉谷教育長）次に、② 条例案件 「出雲市立学校給食センター設置条例の一部を

改正する条例」について、 学校給食課 石橋課長 に説明願います。 

 

（石橋課長）資料に基づき説明 

 

（杉谷教育長）只今の報告について、何か質問等はありませんか。 

 

（錦田委員）廃止されます佐田、多伎、湖陵及び斐川のセンターの今後の利用の検討

はされていますでしょうか。 

 

（石橋課長）斐川につきましては、来年度予算が認められれば、解体撤去を行う予定

でございます。また、佐田、多伎及び湖陵の３つの給食センターにつきましても、逐
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次、予算化をさせていただきまして、解体撤去していく予定でございます。その後の

利用につきましては、現在、行政財産であるものを普通財産に移行いたしまして、管

財契約課において有効活用を検討していくということになります。 

 

（杉谷教育長）ほかは、いかがでしょうか。 

 

（各教育委員）ありません。 

 

（杉谷教育長）次に、③ 単行議決案件 「土地の取得について」、 教育施設課 園

山課長 に説明願います。 

 

（園山課長）資料に基づき説明 

 

（杉谷教育長）只今の報告について、何か質問等はありませんか。 

 

（錦田委員）私、文化財保護審議会委員もやっておりまして、近隣で弥生期の遺構が

見つかって埋蔵文化財包蔵地になっていたと思うんですね。工事中の不時発見という

ことにでもなりますと、工事の遅延につながり、近隣に影響も与えると思います。埋

蔵文化財との調整は十分に進められているのでしょうか。 

 

（園山課長）本市文化財課と協議を行い、１月に南北にわたって７か所試掘調査をや

っておりまして、そのうち２か所で弥生土器と土師器（はじき）が出てきておりま

す。ただ、これについては、流れ込んできたものということがありまして、その２か

所の範囲に関する調査をやって、その後工事に入ってもよいという流れで進めさせて

いただいております。 

 

（錦田委員）十分に連絡調整を図られて、教育施設でありますので、十分に注意して

進めていただきたいと思います。 

 

（杉谷教育長）ほかは、いかがでしょうか。 

 

（各教育委員）ありません。 

 

 

７ その他 

（杉谷教育長）それでは、「その他」に入ります。教育委員会の後援・共催事業につい
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て、教育政策課 常松課長 に説明をお願いします。 

 

（常松課長）資料に基づき説明 

 

（杉谷教育長）只今の報告について、質問等はありませんか。 

 

（各教育委員）ありません。 

 

（杉谷教育長）その他、委員の皆さま、あるいは事務局の方で、何かございますか。 

 

（各教育委員）ありません。 

 

 

８ 次期教育委員会の開催時期 

（杉谷教育長）次期教育委員会の日程ですが、７月２８日（火）の、午後２時から、

庁議室で開催いたします。 

 

 

閉会 

（杉谷教育長）以上をもちまして、令和２年６月出雲市教育委員会定例会を閉会しま

す。 

 

 

（15:10）定例教育委員会閉会 


